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件   名

新潟市議会議員の議員報酬月額 10％カットと期末手当（ボーナ

ス）年額 10％のカット並びに政務活動費月額 15％の削減を求める

議員発議について 

要   旨

 新潟市も新潟県と同じく財政悪化となっており、新潟市は 2021

年度までの３か年を集中改革期間として、財政基盤の強化に取り

組んでいます。 

 新潟県議会は、財政悪化の責任から率先垂範して、議員報酬月

額 10％カット及び期末手当（ボーナス）年額 10％カット、並びに

政務活動費月額 15％カットと、財政再建に真剣に取り組んでお

り、県民から高く評価されています。 

 しかし、それに反し新潟市議会議員は、社会常識を逸脱し、議

員報酬及び期末手当並びに政務活動費のカットを行わず、議員と

しての責任を放棄しています。 

 財政危機を招いた議員の責任も重大であり、社会的責任から考

え、議員報酬、期末手当、政務活動費のカットは当然と思考しま

す。 

 ついては、議員報酬月額 10％、期末手当（ボーナス）年額

10％、政務活動費月額 15％のカットの議員発議を求め陳情いたし

ます。 

付   託 

年月日

委員会

令和２年２月 18 日  総務常任委員会 

受   理 令和２年２月 12 日  第 635 号 


